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INVESTIGATION ON CAR DRIVING DURING PREGNANCY 
— CARDIOTOCOGRAM MONITORING — 
Yukari Nakajima, Kiyoko Mizuhata, Noriko Haza, Takayoshi Hosono, Kenji Yamaji 
Abstract 
In order to investigate the influence of car driving on uterine contractions and fetal heart 
rates (FHR), continuous monitoring with portable cardiotocography (CTG) was carried out 
before, during and after driving for each 30 minutes on 20 women who visited the Uchinomi 
Municipal Hospital for prenatal care after 26 weeks of pregnancy. 
The results are as follows: 
0 Continuous CTG monitoring revealed that uterine contractions were augmented in 
pregnant women whose uterine activities were in the accelerated state whereas uterine 
contractions did not occur in pregnant women whose uterine activities were in the 
nonaccelerated state. 
C)FHR - baseline and FHR - baseline variability were not affected by driving. 
Key words : pregnancy, car driving, uterine contraction, fetal heart rate, 
CTG, uterine activity


























































を得られた妊婦を各 日2名 ずつ選定した。 
② 妊婦健診当日に再度本研究の主旨と研究方法を提示
し充分な説明を行った後,同 意書にサインを得た。 











ダプターによってCTGに 接続 した。同時に走行風景の 秒以上 の子宮収縮の頻度 をカウ ン トし,uterineactivity
ビデオ撮影 も行った。 とした。なお、波高は記録紙のフルスケールの%をmmHg
⑤ 自動車運転終了後,直 ちに血圧 ・脈拍の測定を行い, と表現 してお り、厳密に内圧 を表 わす ものではな い。
引き続き自宅の車庫などでエンジンをかけたままで30分 間
モニタリングを行った。 皿 結 果
⑥ 運転後のモニタリング中に,妊娠中の自動車運転に関
するアンケー トならびにインタビューを行った。モニタ 1.対 象に関する基礎的事項
リング終了時(30分 後)に 血圧 ・脈拍を再度測定した。 研究対象に関する基礎的事項は表1に 示すとおりであ
⑦ 妊婦にCTGモ ニタリング結果を見せて,走 行中の子	 る。妊娠中に自動車運転を行っている者(以 下,ド ライ
宮収縮の状態 と胎児の心拍数の状態を説明した。	 バーと略す)20名 の年齢は21～34歳 に分布 し,平 均年
齢は26.1歳 であった。測定時の妊娠週数は26～37週,
4.uter'ineactivityの評価基準	 初産婦7名 経産婦13名 であった。妊娠中に切迫早産の
uterineactivityと して しば しば使用されるモンテビ既往があった者は5名 認められたが,そ の後の妊娠経過
デオ単位は,内 圧計を装着し羊水圧を測定して表現され は順調で,全 員正期産で出産した。運転歴は3～14年 に
るが,陣 痛室や分娩室に備えられた装置を用いて,破 水 分布 し,平 均6.7年 であった。車種については,軽 自動
後に適用される方法である。 したがって本研究の対象で 車13名,普 通車7名,ト ランスミッションのタイプは
ある妊娠継続中の妊婦には用 いることが不可能である。 オー トマティック車が17名,マ ニュアル車が3名 であ













1 E.S 24 0 0 29 5 medium AT 
2 K.Y 31 0 0 32 0 3 small AT 
3 E.1 25 1 37 7 small AT 
4 T.H 22 0 0 36 3 small AT 
5 Ma.T 25 0 1 31 7 medium AT 
6 M.Y 24 O 1 37 s medium AT 
7 Mi.T 34 1 33 14 small AT 
8 N.N 28 maternityleave 2 34 0 10 small MT 
9 C.0 27 1 38 9 medium AT 
10 R.M 27 1 32 9 small AT 
11 Ay.Y 23 maternityleave 0 28 3 medium AT 
12 T.T 30 maternityleave 1 34 10 medium AT 
13 Me.T 21 maternityleave 0 31 3 small AT 
14 M.S 25 1 31 0 7 small MT 
15 H.S 23 0 31 5 small AT 
16 At.Y 31 1 26 3 small AT 
17 M.F 23 0 34 5 small AT 
18 S.N 25 0 1 32 7 medium AT 
19 M.O Zs 1 32 O 8 small MT 





2.モ ニ タ リング結果
ドライバ ー20名 の運転距離uterineactivity,母	体 走行距離 は平均16.7㎞(最 長26㎞,最 短9㎞)で,
血圧 ・脈拍 のデ ータ,胎 児基準心拍数を表2に 示す。 走行 時間は平均28,3分(最 長42分,最 短15分)で あった。
表2モ ニタ リング結果 
case driving uterineactivities	 bloodpressure(mmHg) baselinefetalheartrate
 
No. distance
 (times/30minutes) pulse(bpm)	 (bpm)
 




driving driving driving driving driving driving driving driving driving
 
102/63 90/64 103/69




2 23.1 3 8* 9* 109/79 111/81 一 150 140-150 140-150 
105 92	 　 
110/60 92/66 88/553 11 1 3 3 
一 93 68 
150-160155-160 145-150 
112/67 107/61 05/74
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1)運転 に よる子宮収縮 の変化 (CaseNo.2,4,8,14,19)認め られた。CaseNo.4を除 く4
運転時間 が15～42分 に分布 して いた ので,比 較 のた 名は切 迫早産 の既往が あった。子宮収縮強度 が増 加 した
め一律30分 に換算 してuterineactivityを算出 した。運 5名 のうち,最 も著明 に子宮収縮が増加 した事例(Case
転 によ りuterineactivityが増加 した者は20名 中8名 No.2:KY)のモニタリング結果 を図1に 示す。この事例は,
(CaseNo.2,3,4,5,8,11,13,14)であった。 また,運 転中 に 本研究後,家 で臥床 し30分 後 に子 宮収縮 が消失 した。



























2)運 転 による母体血圧 ・脈拍の変化 3)運 転による胎児心拍数図の変化
運転 により収縮期血圧が10mmHg以 上変化 した者は 対象は正常経過の妊婦であり,運 転前のCTG所 見は
7名 であ り,う ち上昇 した者2名(CaseNo.15,19),低 下全て胎児well-bei㎎ を示すものであった(reactive)。 運
した者5名(CaseNo.1,3,6,14,18)で あ った。血圧の変化転中及び運転後の胎児基準心拍数は特に異常な変化はな
と子宮収縮 の変化 どの問 には関連が認め られなかった。 く,同 様に全例reactiveで あった。
脈拍数が10bpm以 上変化 した者 は5名 であ り,う ち増
加した者2名(・"・ ・,7),減少した者3名(CaseNo.2,5,15)3.ア ンケー ト・イ ンタ ビュー結果
であ った。脈拍数 の変化 と子宮収縮 の変化 との間 には 関 ドライバー20名 に対 し,ア ンケー トな らび にイ ンタ ビ
連が認め られ なか った。尚,血 圧 と脈拍 の変化 につ いて ューを行った中で,子 宮収縮 に関連する事項について表3





事例 運転時間 運転回数 子宮収縮の の対策 自動箪運転に対する意見
 番号 非妊娠時 子宮収縮が

(分} との変化 自覚の変化 おさまった時闇

7 自覚あり 家 に帰 って休む1 520 
不変 不変 2～3分
賛成 体醐が悪い時以外は普段と変わらないので運転すればいいと思う。 
私 自身がお腹のは りが強い方だ ったので.運 転すれば必ずカチ ンカチンにな って い
z 20～60 
14 自覚あり 家に帰 って休む
控 えた 増強 60分 反対 た。8か 月に入 り早産 しそ うになったので運転す ることは決 して体に良 くないと思 います。ただ土地 柄,車 の運転 は必要なので妊娠中でも運転を続 けざるを得ません。 
3

3 20 自覚あり 家に帰 って休む 賛成 特に困 ったことがない し、車の方がなにかと便利だから。 
不変 不変 20分
18 自覚あり 休 まない
自分の体調に合 わせて利用すれば良い と思う。振動が悪い影響 だとすれば,他 の乗
4 1030 
不変 不変 3～5分 賛成 り物(電 車な ど)も 同 じで はな いで しょうか。 普段,車 を便利 に使 っているのに妊娠
中だか ら乗れないで暑い中や寒 い中を遠い所まで歩 く方が ス トレスになると思 う。 
5 5-x40 
15




自覚なし 一 珮 簒朧 観 、すれば助手席で、同、では撫 、。狐 不変

7 20-x60 
5 自覚あり 家に帰 って休む

増 えた 不変 30分 賛成 歩 くよ り楽である。 











自aな し 一 賛成 特に支障ない。
 
B 自覚あり 家に帰って休む 賛成 他の交通手段より便利。
ii 14 





自覚なし 一 賛成 特に支障ない。
 
20 馳自覚な し 一
13 8～60 
不変
賛成 響慧野 悪いとかマイナスの贓 イヒがなく自分が乗る方が便利なら乗れ1紳
 









10 自覚あり 何 もしない
 












自覚なし 一 反対 やむを得ず運墾しているが やめるべきだと思う。
 
1 自覚あり 家に帰って休む 19 15 
控えた 不変 NA 賛成 便利で良 かったので利用 した ら良い。 








2)運	転 による子宮収 縮の 自覚
「日常 の自動車運転 中に子宮収縮が増強 した」 と回答
した者は2名(CaseNo.2,16)で あった。モニ タ リング結
果 において はCaseNo.2はuterineactivityの頻度及び
強度が増加 していたが,CaseNo.16は 運転 中のuterine
activityは 全 く認 め られず,自 覚症状 と一致 して いなか
った。 「子宮 収縮 を 自覚 したが運転 によ り変化 しなか っ
た」 と回答 した者 は7名(CaseN(>1,3,4,7,11,14,19)で あ
り,1名(CaseNo.1)の みがモニ タ リング結果 と一致 し
て いた。 「子 宮収縮 を自覚 しなかった」と回答 した者は残
りの11名 で,こ の内4名(CaseN(〉.12,15,17,18)が モ
ニ タ リング結 果 と一致 していた。
モニタ リング中の子宮収縮の 自覚 につ いて運転終了後 に
イ ンタビュー したところ,波 高25r㎜ 証㎏ 以上のuterine
activityに な ると 「自覚があった」 と回答 している こと
が判 明した。
日常の 自動 車運転申の収縮 自覚時 の対策 として,子 宮
収縮 を自覚 していた者9名 中6名 が,「 収縮 を感 じても
そ のまま走行 を続 け,家 に帰ってか ら休む」 と回答 して
いた。
3)妊 娠中の自動車運転に対する意識
自動車運転 に対する意見は,賛 成16名,反 対4名 で









た りの運転頻度を14回 から6回 に減 らす という具体的
な保健行動につながった。分娩時の在胎期間は妊娠41週














① 妊娠による身体の形態的 ・物理的な変化(腹 部の増大









リングを実施 し,運 転中の子宮収縮の記録な らびに胎児
心拍数図の収集に成功 した。






































ング を行 い,falsepositiveを 除外 す る。(false
positive事 例は 「腹部のはり」の自覚の由来を探索する。) 
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